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ＷｉｎｄｏｗｓＸＰを快適に使う設定ポイント 

Ｗｉｎｄｏｗｓは使い続けていると、或いはアプリケーションのインストール/アンイ
ンストール 

を繰り返すしたりして行くとゴミ等が溜まっていき動作が重くなって来る 

その性格を理解して使用していくことが肝要と思います。 

Ｗｉｎｄｏｗｓパソコンを道具として使うならパソコンが丌調に
なれば 

ユーザーが修復しなければならない。   

そのためにどのような知識を身に付けるか？     

Ｗｉｎｄｏｗｓを安定して使うにはどうするか？ 

選択肢はいろいろあると考えられる。    

1.メンテナンスをコマメにやる       

2.システムに丌具合が発生したらシステム毎、入れ替える 

 そのため、大切なファイルは常時バックアップを取る   

3.パソコンの調子の良いときのＨＤＤのイメージファイル   

 定期的に保存して具合が悪くなったらＨＤＤに書き戻す   

4.万が一丌具合が発生しても良いように予備のパソコン、 
  或いは予備のバックアップしたＨＤＤを用意する 



ＨＤＤが肥大化する要因 対  策 

ＯＳのアップデート   

  

セキュリティ・ソフトのアップデー
ト 

ハードディスクの最適化 

  

アプリケーションのアップデート   

新しいアプリケーションの 
インストール 

丌要なアプリケーションは削除 

周辺機器が追加されると 
新にドライバーが書き込まれる 

丌要なドライバの削除 

上記のような変化があると 
レジストリが書き込まれる 

丌要なレジストリの削除と最適化 

ＯＳの復元ポイントのファイルが 
定期的に作成される 

古い復元ポイントは削除するように 
設定する 

インターネットでＨＰを閲覧すると 
キャッシュファイルを書き込む 

ディスククリーンアップで削除する 

システムエラーが発生すると 
そのログを書き込む 

ログを書き込まないように設定する 

書類や写真のファイルが増える 
マイドキュメントを 
Ｄドライブに移動させる 

・パソコンはインターネットやメール等の設定をしないと使えません。 

・その他にも設定する項目が沢山あるのですがどんなメニューがありどんな効果があるのか判りづらいです。 

・今回は簡単に出来る設定内容を取り上げてみました。 レジストリを書き換えるような項目は取り上げません。 

・Windows XP をベースにしてあります。(Vistaや ７ で使えるのもあると思います） 



Windows XP のシステムのパフォーマンスを改善する設定ポイント 

  項 目 内    容 (必要性) 最初にやる動作 
開くダイアログボック

ス名 
使用するタブ等 

開くダイアログボック
ス名 

使用するタブ等 参考にした雑誌等 

起
動
時
間
の
短
縮
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ア
ッ
プ 

丌要なスタートアップを停止 「スタート」→
「すべてのプログ
ラム」→「スター
トアップ」をク
リック 

エクスプローラ 「スタートアップ」フォルダーの中の丌要な
プログラムを右クリックして削除する。ここ
にあるのはショートカットなので削除しても
プログラムは残る。 

表４，５，６参照 toku0802-P22 

  

Windowsの起動と同時に読み込まれるプロ
グラムがスタートアップ･プログラムだがプ
ログラムが多くなってくるとメモリを消費し
たり処理を遅延したりして本来のパソコンの
作業に支障をきたす恐れがあるので丌要なス
タートアップ･プログラムは読み込まないよ
うに設定変更する 

  

ー参考ー 
フリーソフトの
「Runscanner」と
[Ashampoo StartUp 
Tuner2」を組み合わせ
て利用すると効率的に
作業できる。 

  

  

「スタート」→
「ファイル名を指
定して実行」をク
リック。 
入力ボックスに
「msconfig 」と入
力してOKボタンを
クリック。 

システム構成 
ユーティリティ 

「スタートアップ」
タブをクリックし丌
要なプログラムの
チェックを外しOKボ
タンをクリック     

視覚効果をOffにしてパフォ－マンスを良くする コントロールパネ
ル→パフォーマン
スとメンテナンス
→システムをク
リック 

システムのプロパティ 「詳細設定」タブを
クリックして「パ
フォーマンス」欄の
「設定（S)」ボタン
をクリック 

パフォーマンスオプ
ション 

「パフォーマンスを優
先する」のラジオボタ
ンにチェックを入れる
と視覚効果をOffに出
来る。 
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XP/Vistaではアニメーションで表示したり、
ウィンドウをドラッグする際、その内容を表
示したまま動かせるといった機能が視覚効果
です。 
その視覚効果をOffにしてパフォーマンスを
良くする設定 

  

起動時に表示されるWindowsロゴのアニメーション表示を省略 
「スタート」→
「ファイル名を指
定して実行」をク
リック。 
入力ボックスに
「msconfig 」と入
力してOKボタンを
クリック。 

システム構成 
ユーティリティ 

「BOOT.INI」タブの
「/NOGUIBOOT」の
チェックボックスに
チェックを入れる 
 
Vistaの場合は「ブー
ト」タブの「GUI
ブートなし」に
チェックを入れる 

    PC-J 0903-P18,19 

  

WindowsXPのロゴ表示と起動処理中を表す
アニメーション処理が行われている。OSの
起動中はグラフィックドライバーが読み込ま
れていないので別のプログラムでアニメー
ション表示をしている。 
アニメーション表示をしなければプログラム
を読み込む必要がなくなり起動時間がわずか
だが短くなる。 

      

丌要なサービスを停止する ｢コントロールパネ
ル」→「パフォー
マンスとメンテナ
ンス」→「管理
ツール」→「サー
ビス」を起動する 

サービス 停止したいサービス
をダブルクリック 
 
「Background 
Intelligent Transfer 
Service」を停止させ
るとWindows Update 
に失敗する可能性あ
り 

停止させたいサービス
のプロパティ 

スタートアップの種類

(E)を「手動」を選択す
る 
 
表１、表２を参照 

PC-J 0903-P21 

  

サービスとはWindowsのバックグラウンド
で動作するプログラムで、システムを利用す
る人やアプリケーションが必要とする機能を
提供するが、ログオン前に起動し動作し続け
るので、丌要なサービスが起動していればメ
モリやＣＰＵなどのリソースを消費する。 

  

丌要なフォントを移動する ｢スタート」→「マ
イコンピュータ」
→
「C:¥Windows¥Fo
nts」フォルダーを
開く 

マイコンピュータ 削除したいフォント
をクリックして「表
示」プルダウンメ
ニューの｢移動」で新
しいフォルダーに移
動させる 

  削除してしまうと必要
になった時再インス
トールするのが大変な
ので新しいフォルダー
を作り移動したほうが
良い 
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Windowは起動時の最後にフォントの一覧を
読み込む。このため、インストールされてい
るフォントが増えると、起動時間が長くなる。

    

  レジストリの掃除と最適化 レジストリ内の丌要なデータを削除する作
業は、システムが起動しなくなったり丌安
定になるなど危険を伴うのでツールを利用
したほうが安全。 
また、レジストリの編集の前にバックアッ
プを取る必要がある。 

フリーソフトの「ERUNT」でバックアップ
を取り「Ccleaner」でレジストリ内の丌要な
エントリーを削除する。 
Ccleanerで「問題点をスキャン」し修正しな
い項目だけチェックを外し「問題点を解決」
を実行する。 
最後に「NTREGOPT」を利用して断片化さ
れたレジストリを最適化する。 

※注意 レジストリの
編集は最も注意を要す
るので慎重に行う必要
がある。 
ここではあえて詳細を
記さないのは安易に編
集に取り掛からないよ
うにそれなりの情報を
得てから実行する必要
があるためです。 
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Windowsを長期間にわたり使用し続けてい
ると、レジストリ内に丌要なレジストリデー
タが蓄積されていく。アプリケーションをア
ンインストールした時は、利用していたレジ
ストリの情報も削除されるが、関連する情報
が追加されたりインストーラのバグにより削
除されないことがある。また、レジストリへ
の情報追加や削除を繰り返すとレジストリも
断片化する。 

  



Windows XP のシステムのパフォーマンスを改善する設定ポイント 

無
駄
を
省
い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ア
ッ
プ
す
る 

丌要なファイルを削除する 「スタート｣→
｢マイコンピュー
タ」→｢エクスプ
ローラ画面で
（C)ドライブを
右クリックでプ
ロパティをク
リック」→「全
般タブ」→「デ
スクのクリーン
アップ」をク
リック 

○○ディスクのプロ
パティ 
 

「全般タブ」→「デ
スクのクリーンアッ
プ」をクリックする 
とディスク検索の画
面が表示される 

ディスククリーン
アップ 

削除の候補から丌要
と思われるものに
チェックを入れ「Ｏ
Ｋ」ボタンを押す 
 
表３を参照 
 
ー参考ーフリーソフ
ト 

Ccleaner(v2.15.815)
を使うと更に丌要な
ファイルの削除が出
来る 
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丌要なファイルはユーザーが作ったもの
もあるが、ユーザーに気づきにくく影響
が大きいものは、Webブラウザが作成す
るキャッシュファイルやアプリケーショ
ンが作成する一時ファイルがある。 
Webブラウザが作成するキャッシュファ
イルは、増えてくるとWebブラウザの速
度が遅くなる。 
アプリケーションが作成する一時ファイ
ルが増えると多くのアプリケーションの
動作が遅くなる。一時ファイルは通常終
了時に削除されるが異常終了やバグによ
り削除されずに残ることがある。 

  

デフラグでHDDの断片化を解消する 「スタート｣→
｢すべてのプログ
ラム」→｢アクセ
サリー」→「シ
ステムツール」
→「デフラグ」 

ディスク 
デフラグツール 

エラーチェックの
「チェックする」を
クリック｢丌良セク
ターをスキャンし、
回復する」にチェッ
クを入れ｢開始
（S)」ボタンをク
リックする 

ディスク 
デフラグツール 

｢最適化する」ボタン
を 
クリック 

  

  

HDDは連続した領域に保存されている
データを読み出すシーケンシャルアクセ
スは比較的高速に行える。しかし

Windowsはファイルを保存する時に、必
ずしも連続した領域に書き込むとは限ら
ないので断片化が生じる。断片化が進ん
だHDDはランダムアクセスが増えるため
パフォーマンスは低下する。 

  

エラー報告の無効化 スタートボタン
を押して出てく
る「マイコン
ピュータ」を右
クリックして
「プロパティ」
をクリック 

システムのプロパ
ティ 

詳細設定タブをク
リックして右下にあ
る[エラー報告]ボタ
ンをクリック 

エラー報告 「エラー報告を無効
にする」のラジオボ
タンをクリックし、
「重大なエラーが発
生した場合は通知す
る」にチェックを入
れてOKボタンをク
リック 

toku0802-P22 

  

エラー発生時に出てくる「エラー報告を
送信する、しない」のダイアログボック
スが表示される。送信してもエラーの原
因を教えてくれるとかエラーが修復され
るという実益はないので送信しないを押
す方がほとんどだと思えるがこのダイア
ログを表示しないようにする 

  

エラーログの作成をやめさせる 「スタート」→
「ファイル名を
指定して実行」
をクリック。 
入力ボックスに
「drwtsn32」と
入力してOKボタ
ンをクリック。 

Windowsワトソン
博士 

「インストラクショ
ンの数と 
「保存するエラーの
数」の欄に「０」を
入力。 
オプション欄のすべ
てのチェックを外し
てOKボタンをク
リック。 

    toku0802-P22 

  

エラーが起きた時にそのログデータを集
めて記録するのがワトソン博士だが、そ
のログファイルは一般ユーザーが見ても
理解できない内容なので、それらを作ら
ないように設定変更してそのパワーをほ
かの作業に割り当てる 

      

ファイルを削除する際の確認メッセージを表示させない ごみ箱のアイコ
ンを右クリック
してプロパティ
をクリックする。 

ごみ箱のプロパティ 「削除確認メッセー
ジを表示」のチェッ
クを外しOKボタン
をクリックする。 

    toku0802-P20 

  

ファイルやフォルダーを削除すると「～
をごみ箱に移しますか」というメッセー
ジが表示されわざわざ「はい」をクリッ
クしなければならない。確認メッセージ
を非表示にして作業を効率化する。 

      

復元ポイントの保存を最小限にしてHDDの空き容量を増やす マイコンピュー
ターを右クリッ
クしプロパティ
をクリック 

ディスク 
クリーンアップ 

「詳細オプション」タブをクリックし下
段にある「最新のシステム復元ファイル
以外の古い復元ファイルを削除すると、
空き領域が増加します」の「クリーン
アップ」のボタンをクリックする。 

  toku0802-P20 

  

トラブル発生に備え、トラブル前に戻せ
る「システムの復元」機能があり、復元
ポイントを記録するがこれがHDDを消費
する。最新の復元ポイント以外は消去し
てHDDの空き容量を増やす。 

    



Windows XP のシステムのパフォーマンスを改善する設定ポイント 

使
い
易
く
す
る 

「最近使ったファイル」をスタートメニューに表示させる タスクバーのど
こかを右クリッ
クしてプロパ
ティをクリック 

タスクバーと「ス
タート」メニューの
プロパティ 

「スタート」メ
ニュータブをクリッ
クして[カスタマイ
ズ]ボタンを押す 

「スタート」メ
ニューのカスタマイ
ズ 

詳細タブをクリック
最下行の「最近開い
たドキュメントの一
覧を表示する」に
チェックを入れてOK
ボタンをクリック 

toku0802-P27 

  

Windows XP Professional では初期設定で
表示されるがXP Home Edision は初期設
定では表示されないのでそれを表示させ
る 

  

タスクバーの通知領域のアイコンを常時表示させる タスクバーのど
こかを右クリッ
クしてプロパ
ティをクリック 

タスクバーと「ス
タート」メニューの
プロパティ 

「タスクバー」タブ
をクリックして最下
行の「アクティブで
ないインジケータを
隠す」のチェックを
外してOKボタンを
クリック 

    toku0802-P28 

  

タスクバーの右端部は通知領域になって
いて、常駐プログラムのアイコンが表示
されるがあまりクリックしていないと自
動で隠れてしまうため、いざ使いたい時
にすぐにクリック出来ないので隠れない
ようにする 

      

スタートメニューの名称を判りやすく変更する 変更したいプロ
グラム名を右ク
リック 

名前の変更 新しい名前を入力欄
に書き込んでOKボ
タンをクリック 

    toku0802-P24 

  

スタート→すべてのプログラムで表示さ
れるプログラム名はインストール時に勝
手に決められるので判りづらいものがあ
る。こうした名前を自分に判りやすいも
のに変更する 

        

エクスプローラですべてのフォルダーの表示設定を同じにする 「スタート」→
「マイドキュメ
ント」をクリッ
クしメニュー
バーの「ツー
ル」から「フォ
ルダーオプショ
ン」をクリック 

フォルダー 
オプション 

表示タブをクリック
して詳細設定窓の下
の方にある「各フォ
ルダーの表示設定を
保存する」のチェッ
クを外してOKボタ
ンをクリック 
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フォルダーを開いた時のファイルの表示
は縮小版/アイコン/一覧/詳細等の中から
希望のものを選べる。しかし、ここで選
んだ表示形式はそのフォルダーだけに適
用されるので他のフォルダーを開くと表
示はまちまちになる。全部のフォルダー
を自分の見やすい表示に統一する。 

      

液晶モニターで見やすいフォント表示にする デスクトップを
右クリックして
「プロパティ」
をクリック 

画面の 
プロパティ 

「デザイン」タブを
クリックして「効
果」ボタンをクリッ
ク 

効果 上から２つめの「次
の方法でスクリーン
フォントの縁を滑ら
にする」にチェック
を入れ、「Clear 
Type」を選択する。 

toku0802-P29 

  

液晶モニターでフォントの縁が滑らかに
なって見やすくする設定。但しモニター
によってはほとんど変化ない場合もある
ので、効果が実感できない時はシステム
に負担が掛かっているので標準に戻した
方が良い 

    

明るい屋外で視認しやすいハイコントラスト表示にする コントロールパ
ネル→ユーザー
補助オプション
をクリック 

ユーザー 
補助オプション 

「画面」タブをク
リックして「ハイコ
ントラストを使う」
にチェックを入れ
「設定」ボタンをク
リック 

設定 いろいろなハイコン
トラストの中から好
みの設定を選択をす
る。ショートカット
キーを使うにチェッ
クを入れると左Shift
＋Aｌt＋PrtScでハイ
コントラストが有効
になる。 

toku0802-P29 

  

黒地に白抜きの文字のような明暗が逆転
したデザインにして屋外でも見やすくす
る設定 

    



Windowsの起動の流れをみると、最初に、B.I.O.S.（Basic Input Output System)がシステムのハードをチェックする。 

次に、NTLOADER (Vista の場合はBootmgr.) が実行され接続されているハードディスクを読み込む。 

(1)ドライバーのロードと初期化、先読みすべきファイルの読み込み(プリフェッチ機能） 

(2)レジストリの読み込みと、ページファイルの初期化 

(3)グラフィック･デバイスの初期化 

(4)ログオン処理とサービスの起動 

最後にフォントの読み込み  となっている。 

この流れの中でドライバーの初期化とログオン処理、サービスの起動の処理が長くなっている。 

Windows XP のシステムのパフォーマンスを改善する設定ポイント 

以上のことから、普段使用しない機器のドライバーの削除、 

  丌要なレジストリの削除や最適化 

  サービスの削除や自動起動から手動起動への変更 

  丌要なフォントの削除等をすることが起動時間を早くする可能性があるといえる。 

システム構成ユーティリティで設定を変更すると、ログオン時に毎回 

「システム構成ユーティリティ」ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されるようになる 

表示されないようにするには「Windowsの開始時にこのメッセージを 

表示しない、またはシステム構成ユーティリティを起動しない」の 

チェックボックスをONにしてからOKボタンをクリックする。 

注１． 
WindowsXPを対象に作成してありますがVistaでも使えるものもあると思います。（Vistaではアプローチの方法が違っているものがあ
ります） 

２． ここに書かれている方法が全てではありませんので、こんなことが設定で変えられるかというガイドとして参考にして下さい。 

３． 設定の変更をしてみようという方は、関連の雑誌等を参考にされたほうが良いかと思います。 

４． 設定の変更を行うときは自己責任にて行って下さい。資料の作成者に責任は帰しません。 

５． 本資料内に記したパソコン用語の意味についてのお答はいたしましたせん。（ご自分でお調べ下さい） 



表１■Windows XP で設定を変更しておきたいサービス       PCJapan 09/03 P22＆09/05 P95 

自動から手動に変更可能なサービス 

Error Reporting Service Windowsのエラー報告を行うためのサービス 

IPSEC Service ワークグループ環境では丌要。VPNでIKEを使用する場合は必要となる 

IPv6 Help Service IPv6を利用する時に必要となるサービス 

Remote Desktop Help Session 
 Manager（Professionalのみ） 

外部からローカルパソコンを操作する「リモートアシスタンス」を利用す
る時                                                                                                                                
に使われるサービス。デフォルトでは「スタートアップの種類は｢手動」
で、リモート 
アシスタンスの機能も有効になっているが利用しないなら「無効」にする。

Remote Registry 
（Professionalのみ） 

ネットワーク経由でレジストリにアクセスする機能を提供するサービス。 
セキュリティ面を踏まえると「無効」が望ましい。 

Universal Plug and Play 
Device Host 

UPnPのホスト機能を提供するサービス 

Web Client WebDAVクライアントとして動作する場合に必要となるサービス 

Windows Firewall/Internet 
Connection Sharing（ICS) 

Windowsファイアウォールの機能を提供するサービス。 
他社製のパーソナルファイアウォールを導入している場合のみ丌要 

Windows Media Player 
Network Sharing Service 

UPnPでWindows Media Player ライブラリーを共有するための機能 

Wireless Zero Configuration 
無線LANの接続を管理するサービス。無線LANを使用しない場合のみ丌
要 

システムに影響を及ぼしやすいサービス 

Indexing Service 
ファイル検索、インデックス付け及び更新を行う。 
ファイルの検索を高速化出来るが、インデックスの作成に負荷がかかるた
め、丌要な場合は手動にする。 

Windows Image Acquisition 
（WIA) 

スキャナとカメラのためのイメージ取得サ-ビスを提供するが、WIA対応
の機器が必要。普段利用しないのであれば、手動に変更して必要に応じて
起動する。マイコンピュータを開くのが遅い原因にもなっている。 

Windows Search 

Windows Search 4.0をインストールすると作成されるサービス。Indexing 
Serviceと同様にファイルの検索、インデックス付け及び更新を行う。
ファイルの検索を高速化できるがが、インデックスの作成に負荷が掛かる。
丌要な場合は、プログラムの追加と削除で Windows Seaｒｃｈ を削除す
る。 

無効でも構わないサービス 

Alerter 
管理警告を通知するためのサービス。 
WindowsXP SP2では無効になっている 

ClipBook 
クリップボードを共有するためのサービス。 
WindowsXP SP2では無効になっている。 

Messenger 
「net send」コマンドや警告サービスで、メッセージを送受信するときに
利用するサービス。WindowsXP SP2では無効になっている。 



表２■Windows Vistaで設定を変更しておきたいサービス 

自動から手動に変更可能なサービス 

Certicate Proggaation スマートカードの証明書の伝達を行うサービス 

Function Discoverry Provider Host ネットワーク上の機能を検索するサービス 

Function Discoverry Resource 
Publication 

機能をネットワークに公開するサービス 

IKE and AuthIP IPsecKeying 
 Modules 

IPSecに必要なサービスで、キー交換を行うために必要なサービス 

IP Helper IPv6を利用するときに必要なサービス 

IPSec Policy Agent IPSecのポリシーを管理するサービス 

Office Files (Business/Ultimate) オフラインファイルの管理を行うサービス 

Ready Boost ReadyBoostを利用する場合に必要なサービス 

Tablet PC Input Service Tablet PCを利用する場合に必要なサービス 

UPnP Device Host UPｎPのホスト機能を有効にするサービス 

WebClient WebDAVクライアントとして動作する場合に必要なサービス 

Windows Defender 
Windows Defenderを起動するサービス。 
他社製のセキュリティ対策ソフトを導入している場合のみ 

Windows Eror Reporting Service Windowsのエラー報告を行うためのサービス 

Windows Firewall 
Windows ファイアウォールノ機能を提供するサービス。 
他社製のパーソナルファイアウォールを導入している場合のみ 

システムに影響を及ぼしやすいサービス 

Windows Image Acquisition（WIA) 
スキャナとカメラのためのイメージ取得のサービスを提供するが、WIA対応の
機器が必要。普段利用しないのであれば、手動に変更して必要に応じて起動する。
マイコンピュータを開くのが遅い原因にもなっている。 

Windows Search 

インデックスを利用いsた検索を行う場合に必要なサービス。ファイルの検索を
高速化できるが、インデックスの作成に負荷がかかる。WindowsVistaでは、エ
クスプローラのデフォルトの検索方法がインデックスを利用するようになってい
るため、停止する場合は設定を変更する必要がある 



表３■ディスククリーンアップで削除できる主なファイル 日経PC21-08/11付録P34より 

項目 内容 

削除し
ても大
丈夫？   

ダウンロードされた
プログラムファイル 

特定のWebページを表示するため
に必要なプログラムファイル 

○ 
ブロードバンド環境であれば、再ダ
ウンロードに時間がかからないので
削除しても問題なし 

Temporary Internet 
Fails 

過去に表示したWebページのペー
ジデータや画像ファイル 

オフライン 
Webページ 

オフラインでも見られるように保
存されたWebページのファイル 

○ 
必要なら｢ツール」メニューの「同
期」を実行すれば再び保存される 

ごみ箱 ごみ箱内のファイル ○ 内容を確認して丌要なら問題なし 

Officeセットアップ
ファイル 

マイクロソフトオフィスの再セッ
トアップ時に必要なファイル 

○ 
ソフトのＣＤなどがあればこのファ
イルがなくても再インストールでき
る Setup Log failes 

ソフトのインストール時に作成さ
れたログファイル 

一時ファイル 
プログラムが作業用に保存した
ファイル 

○ 
７日以前のファイルが対象なので必
要なファイルが消える可能性は尐な
い 

一時オフライン 
ファイル 

最近使用したネットワーク上の
ファイルのコピー 

○ 
ネットワーク上の元ファイルは消え
ないので問題なし 

オフラインファイル 
ネットワーク上のファイルと同期
を取るように設定されたファイル 

× 
同期が取れなくなるので、削除しな
い方が良い 

古いファイルの圧縮 
５０日以上参照されなかったファ
イルを圧縮して容量を小さくする
機能 

× 
圧縮処理に膨大な時間が掛かる可能
性がある 

コンテンツ・イン
デックス作成ツール
の 
カタログファイル 

ファイルの検索を高速化するため
の索引ファイル 

○ 
旧バージョンのファイルなので、削
除してもインデックス機能に影響は
ない 



表４■WindowsXPのデフォルトで作成されるスタートアップ項目 
スタートアップ項目 無効化 解説 

IMJPMIG ○ 日本語IME関連 

TINTSETP ○ 中国語IME（Phonetic)関連 

ctfmon × 
テキストサービス関連。無効にする
と言語バーが表示されなくなる 

表５■デバイスドライバーのインストール時に追加されるスタートアッ
プ項目の例 
スタートアップ項目 無効化 解説 

hkcmd ○ Intel GMAデバイス 

igfxpers ○ Intel GMAデバイス 

igfxtray ○ Intel GMAデバイス 

smax4pnp ○ SoundMax HDオーディオデバイス 

ALCMTR ○ Realtek HDオーディオデバイス 

RTHDCPL ○ Realtek HDオーディオデバイス 

SynTPEnh × 
Synapticsポインティングデバイス。
無効にするとバーチャルスクロール
などの機能が利用できなくなる 

デバイスを使用するのに必要な項目は無効化しないように 



表６■ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのインストール時または実行時に 

追加されるスタートアップ項目の例 
スタートアップ項目 無効化 解説 
iTunesHelper ○ iTunes関連 
QTTask ○ QuikTime関連 
Reader ̠ｓｌ ○ Adobe ReaderSpeed Launcher 

ｍｓｍｓｇｓ △ 
Windows Messenger。実行時に復
元されるため、オプション設定で無
効化する必要がある 

MsnMsgr △ 

Windows Live Messenger/MSN 
Messenger。実行時に復元されるた
め、オプション設定で無効化する必
要がある 

Microsoft Office ○ Microsoft Officeスタートアップ 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのｲﾝｽﾄｰﾙ時に作成されるｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ項目の中にも、無効化して問題のないものが多い 
以上PCJapan 09/05 P94,95 

終 


